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ププププププププププララララララララララススススススススススチチチチチチチチチチッッッッッッッッッッククククククククククプラスチック製製製製製製製製製製製

容容容容容容容容容容 器器器器器器器器器器 包包包包包包包包包包 装装装装装装装装装装容  器  包   装  類類類類類類類類類類類

　プラスチック製容器包装類は、指定された再生処理場に運ばれ、プラス

チック再生材料に加工され、さまざまなプラスチック製品にリサイクル

されています。

プラマーク表示のあるもの

袋　　類

ボトル類

カップ類

トレイ類

その他

問合せ先

■住民課環境係　内線２６９

●カップめん・プリン・ヨーグルト

　などの容器

●卵パック・豆腐のパック

●マーガリンなどの容器

　など

●ソース・食用油・たれ・ドレッシング・

　乳酸飲料・つゆなどのボトル

●洗剤・シャンプー・リンス・

　ハンドクリームなど

　の容器

●薬・化粧品などの容器

　など

●生鮮食品・刺身用トレイ

●持ち帰り用寿司皿・コンビニ弁当

　などの容器

●惣菜・和菓子用

　トレイ　など

●ペットボトルに巻いてあるラベル

●ペットボトルのキャップなど

　プラスチック製のふた

●果物や野菜のネットや緩衝材

●発泡スチロール　など

●容器包装とは、商品の容器や包装であって、商

　品が消費されたり、分離された場合に不要にな

　るものをいいます。

●汚れているとリサイクルできません。汚れてい

　るものは、水洗いして出してください。

「分ければ資源「分ければ資源、、混ぜればごみ」混ぜればごみ」

プラ容器を正しく分別しましょ　　　  プラ容器を正しく分別しましょうう

対象収集品目 青青色色
指定袋

一度ポンプをはずし容器

をすすいでください。

●お菓子・パン・インスタント食品・

　冷凍食品などの外袋・内袋

●詰め替え用洗剤・

　シャンプーなどの袋

●衣料品などの袋

●レジ袋・米袋（ビニール製）・

　ビニール袋　など
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近
年
の
大
地
震
で
は
、
建
物
だ
け
で

な
く
ブ
ロ
ッ
ク
塀
な
ど
が
倒
壊
し
て
死

傷
者
が
出
る
な
ど
の
被
害
が
発
生
し
て

お
り
、
倒
壊
し
た
ブ
ロ
ッ
ク
塀
や
組
積

造
の
塀
は
、
避
難
や
救
助
活
動
の
妨
げ

に
も
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。

　
ブ
ロ
ッ
ク
塀
や
組
積
造
の
塀
は
、
建

築
基
準
法
に
よ
り
そ
の
構
造
が
定
め
ら

れ
て
い
ま
す
。
建
築
基
準
法
に
適
合
し

な
い
ブ
ロ
ッ
ク
塀
や
破
損
・
老
朽
化
し

た
塀
は
、
地
震
の
と
き
に
倒
壊
す
る
恐

れ
が
あ
り
、
大
変
危
険
で
す
。

 ■
 ブ
ロ
ッ
ク
塀
や
組
積
造
の
塀
の
安
全
点
検
の
お
願
い
 　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
   　
 ■
 建
設
課
都
市
計
画
係
　
内
線
４
２
１

　下記の項目をチェックし、ひとつでも不適合があれば危険なので改

善しましょう。不適合がある場合や分からないことがあれば、県・土

木事務所建築係のほか、建築士などの専門家や施工業者に相談しま

しょう。

　
被
害
を
最
小
限
に
抑
え
る
た
め
に

も
、
ご
自
身
の
所
有
す
る
ブ
ロ
ッ
ク
塀

な
ど
の
自
己
点
検
を
お
願
い
し
ま
す
。

所
有
し
て
い
る
塀
の
自
己
点
検
を
し
ま
し
ょ
う

□１．塀の高さは地盤から１． ２杓以下か。

□２．塀の厚さは十分か。

□３．塀の長さ４杓以下ごとに、塀の厚さの１．５倍以上突出した控え壁があるか。

□４．基礎があるか。

□５．塀に傾き、ひび割れはないか。

＜専門家に相談しましょう＞

□６．基礎の根入れ深さは２０尺以上か。

ブロック塀

組積造（れんが造、石造、鉄筋のないブロック造）の塀

□１．塀の高さは地盤から２． ２杓以下か。

□２．塀の厚さは １０尺以上か。（塀の高さ

　　  が２杓超２． ２杓以下の場合 は１５尺 

         以上）

□３．塀の長さ３.４杓以下ごとに、塀の高 

　　   さの１ / ５以上突出した控え壁がある

　　 か。（塀の高さが１． ２杓超の場合）

□４．コンクリートの基礎があるか。

□５．塀に傾き、ひび割れはないか。

＜専門家に相談しましょう＞

□６．塀に鉄筋は入っているか。 

・塀の中に直径９勺以上の鉄筋が、縦横と

　も８０尺間隔以下で配筋されており、縦

　筋は壁頂部および基礎の横筋に、横筋は

　縦筋にそれぞれかぎ掛けされているか。

・基礎の根入れ深さは３０尺以上か。（塀の

　高さが１． ２杓超の場合）

出典：パンフレット「地震からわが家を守ろう」
　　　日本建築防災協会　２０１３.１より一部改

まず、外観で１～５を

チェック ！

分からないことがあれ

ば専門家に相談しよう

学校の塀の点検

点検項目

町政の動き
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 ■
 上
下
水
道
工
事
に
伴
う
交
通
規
制
の
お
知
ら
せ
　
■
 水
道
課
上
水
道
係
・
下
水
道
係
 内
線
２
２
３
・
２
２
４

　
平
成
　
年
８
月
下
旬
か
ら
、
平
成
　

３０

３１

年
３
月
に
か
け
て
白
倉
地
域
の
上
下
水

道
工
事
が
行
わ
れ
ま
す
。

　
今
年
度
は
、
金
光
橋
付
近
か
ら
下
引

田
橋
北
側
ま
で
の
間
と
上
信
越
自
動
車

道
甘
楽
パ
ー
キ
ン
グ
エ
リ
ア
か
ら
南
西

側
の
地
域
で
工
事
を
行
い
ま
す
。

　
工
事
期
間
中
、
片
側
通
行
止
め
・
全

面
通
行
止
め
と
な
り
ま
す
。
皆
さ
ん
に

は
大
変
ご
迷
惑
を
お
掛
け
し
ま
す
が
、

ご
理
解
・
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

工
事
区
間
に
つ
き
ま
し
て
は
左
図
の
と

お
り
で
す
。

※
工
事
区
間
は
　
　
　
　
　
　
線
で
す

松本悟美さん
（造石・再任）

任期
平成３０年７月１日
から３年間

紹

介

し

ま

す

人
権
擁
護
委
員
 

　
人
権
擁
護
委
員
は
、
法
務
大
臣
が

委
嘱
し
た
民
間
の
人
で
全
国
の
各

市
町
村
に
配
置
さ
れ
、
人
権
相
談
な

ど
の
活
動
を
行
う
一
番
身
近
な
相

談
相
手
で
す
。
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町政の動き

 ■
 政
治
家
（
※
）

の
寄
附
は
禁
止
、
有
権
者
が
求
め
る
こ
と
も
禁
止
さ
れ
て
い
ま
す
　
　
　
　
　
■
 総
務
課
行
政
係
　
内
線
２
１
３

寄寄寄寄寄寄寄寄寄寄寄寄寄寄寄寄寄寄寄寄寄
附附附附附附附附附附附附附附附附附附附附附
禁禁禁禁禁禁禁禁禁禁禁禁禁禁禁禁禁禁禁禁禁
止止止止止止止止止止止止止止止止止止止止止
ののののののののののののののののののののの
ルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルル
ーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーー
ルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルル
ををををををををををををををををををををを
守守守守守守守守守守守守守守守守守守守守守
りりりりりりりりりりりりりりりりりりりりり
ままままままままままままままままままままま
ししししししししししししししししししししし
ょょょょょょょょょょょょょょょょょょょょょ
ううううううううううううううううううううう

 ①
政
治
家
の
寄
附
の
禁
止
 

　
政
治
家
が
選
挙
区
内
の
人
に
対
し
て

寄
附
を
す
る
こ
と
は
、
罰
則
を
も
っ
て

禁
止
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
政
治
家
以
外
の
人
が
政
治
家

名
義
の
寄
附
を
す
る
こ
と
も
禁
止
さ
れ

て
い
ま
す
。

 ②
政
治
家
に
対
す
る
寄
附
の
勧
誘
・

　
要
求
の
禁
止
 

　
政
治
家
に
対
し
て
寄
附
を
す
る
よ
う

勧
誘
や
要
求
を
す
る
こ
と
も
禁
止
さ
れ

て
い
ま
す
。
政
治
家
名
義
の
寄
附
を
求

め
る
こ
と
も
禁
止
さ
れ
て
お
り
、
威
迫

し
て
求
め
る
と
処
罰
さ
れ
ま
す
。

 ③
政
治
家
の
関
係
団
体
の
寄
附
の
禁
止
 

　
政
治
家
が
役
職
員
や
構
成
員
で
あ
る

団
体
や
会
社
が
、
選
挙
区
内
に
あ
る
人

に
対
し
て
、
政
治
家
の
氏
名
を
表
示
し

た
り
、
氏
名
が
類
推
さ
れ
る
よ
う
な
方

法
で
寄
附
を
す
る
こ
と
は
禁
止
さ
れ
て

お
り
、
選
挙
に
関
し
て
寄
附
を
す
る
と

処
罰
さ
れ
ま
す
。

 ④
後
援
団
体
の
寄
附
の
禁
止
 

　
後
援
団
体（
い
わ
ゆ
る
後
援
会
）が
、

選
挙
区
内
に
あ
る
人
に
対
し
て
、花
輪
・

供
花
・
香
典
・
祝
儀
や
こ
れ
ら
に
類
す
る

も
の
を
出
し
た
り
、
後
援
団
体
の
設
立

目
的
に
よ
り
行
わ
れ
る
行
事
や
事
業
に

関
す
る
寄
附
以
外
の
寄
附
を
す
る
と
、

処
罰
さ
れ
ま
す
。

 ⑤
暑
中
見
舞
な
ど
の
あ
い
さ
つ
状
の
禁
止
 

　
政
治
家
は
、
選
挙
区
内
に
あ
る
人
に

対
し
て
、
答
礼
の
た
め
の
自
筆
に
よ
る

も
の
を
除
き
、暑
中
見
舞
状
・
年
賀
状
な

ど
時
候
の
あ
い
さ
つ
状
を
出
す
こ
と
は

禁
止
さ
れ
て
い
ま
す
。

 ⑥
あ
い
さ
つ
を
目
的
と
す
る

　
有
料
広
告
の
禁
止
 

　
政
治
家
や
後
援
団
体
が
選
挙
区
内
に

あ
る
人
に
対
し
て
、
主
と
し
て
あ
い
さ

つ
を
目
的
と
す
る
有
料
の
広
告
を
新

聞
・
雑
誌
・
テ
レ
ビ
・
ラ
ジ
オ
・
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
な
ど
に
出
す
と
処
罰
さ
れ

ま
す
。

・贈らない！

・求めない！

・受け取らない！

三ない運動

これらのものも、政治家
  の寄附禁止の対象と
　　　なります。

地域の運動会・

スポーツ大会への飲食物

などの差入

お祭りへの寄附・差入

また、開店祝などの花輪

町内会の集会・

旅行などの催物への

寸志・飲食物の差入入学祝・卒業祝

また、秘書等が

代理で出席する

場合の結婚祝や

葬儀の香典

病気見舞

また、お中元や

お歳暮、お年賀など

※政治家：立候補予定者や現在公職（衆議院議員、参議院議員、地方公共団体の議会議員および長）にある人

みんなで徹底しよう三ない運みんなで徹底しよう 三ない運動動

入
学
祝

祝
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災
害
や
盗
難
、
本
人
・
家
族
の
病
気

や
負
傷
、
事
業
の
廃
止
や
休
止
な
ど
の

特
別
な
事
情
に
よ
り
、
納
期
ご
と
の
納

付
が
著
し
く
困
難
に
な
っ
た
場
合
は
、

相
談
に
応
じ
ま
す
の
で
、
そ
の
ま
ま
放

置
し
な
い
で
、
早
め
に
住
民
課
収
納
係

へ
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　
一
括
納
付
が
難
し
い
場
合
に
は
、
分

割
納
付
に
応
じ
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。

ま
ず
は
納
付
で
き
な
い
理
由
を
お
聞
か

せ
く
だ
さ
い
。

 ■
 町
税
滞
納
者
に
は
差
押
え
を
実
施
し
ま
す
　
　
　
　
　
      ■
 住
民
課
収
納
係
　
内
線
２
６
１

　
支
払
能
力
が
あ
る
に
も
か
か
わ
ら

ず
、遊
興
費
・
借
金
や
住
宅
ロ
ー
ン
の
返

済
な
ど
を
優
先
し
、税
を
納
め
な
い
人

な
ど
が
、滞
納
処
分（
財
産
差
押
え
）の

対
象
と
な
り
ま
す
。

◆
住
宅
ロ
ー
ン
返
済
優
先
者
に
対
し
て

は
、不
動
産
を
差
し
押
さ
え
、公
売
し

ま
す
。

◆
給
与
所
得
者
に
対
し
て
は
、勤
務
先

に
給
与
照
会
を
行
っ
た
う
え
で
、給

与
を
差
し
押
さ
え
ま
す
。

◆
法
人
お
よ
び
自
営
業
者
に
対
し
て
は

売
掛
金
な
ど
を
差
し
押
さ
え
ま
す
。

◆
生
命
保
険
契
約
者
に
つ
い
て
は
、解

約
請
求
を
行
い
、払
い
戻
し
金
や
保

険
金
を
差
し
押
さ
え
ま
す
。

◆
所
得
税
な
ど
の
国
税
還
付
金
に
つ
い

て
は
、全
て
差
し
押
さ
え
ま
す
。

　
税
は
、私
た
ち
が
安
心
し
て
健
康
な

暮
ら
し
を
す
る
た
め
に
重
要
な
役
割
を

担
っ
て
い
ま
す
。福
祉
や
医
療
、教
育
、

ご
み
処
理
、道
路
整
備
な
ど
、さ
ま
ざ
ま

な
事
業
を
進
め
る
う
え
で
、欠
く
こ
と

の
で
き
な
い
財
源
で
す
。

　
町
税
を
滞
納
す
る
こ
と
は
、納
期
内

に
納
付
し
て
い
る
町
民
と
の
公
平
性
を

欠
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。ま
た
、町
の
財

政
を
圧
迫
し
、住
民
サ
ー
ビ
ス
に
支
障

を
き
た
す
こ
と
に
な
り
ま
す
。こ
の
こ
と

か
ら
、町
で
は
滞
納
処
分（
財
産
差
押

え
）に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　
納
税
相
談
な
ど
が
な
く
、納
期
限
が

過
ぎ
て
も
未
納
の
人
に
は
、督
促
状
や

催
告
書
な
ど
で
納
付
の
お
願
い
を
し
て

い
ま
す
。そ
れ
で
も
未
納
の
人
に
は
、町

職
員
お
よ
び
群
馬
県
職
員
が
連
携
・
協

力
し
、自
宅
や
職
場
を
訪
問
し
ま
す
。

納
付
（
相
談
）に

納
付
（
相
談
）に
応応
じ
な
い
人
に

じ
な
い
人
に

はは
強
制
処

強
制
処
分分
を
行
い
ま

を
行
い
ま
すす

納
税
な
ど
に
困
っ
て
い
る
人

納
税
な
ど
に
困
っ
て
い
る
人
はは

一
人
で
悩
ま

一
人
で
悩
ま
ずず
早
め
に
相
談

早
め
に
相
談
をを

滞
納
処
分
ま
で
の
流

滞
納
処
分
ま
で
の
流
れれ

◎
督
促
・
催
告

◎
財
産
調
査

◎
滞
納
処

◎
滞
納
処
分分（（
財
産
差
押

財
産
差
押
ええ
））

◎
換
価
処
分

（
債
権
取
立
て
・
不
動
産
公
売
）

▼▼

主
な
滞
納
処
分

　（
財
産
差
押
え
）

　
　
　
　
　
の
取
り
組
み

職
員
職
員
がが
戸
別
訪

戸
別
訪
問問
し
ま
す

し
ま
す

▼▼▼▼

善意の紹 善意の紹介介 　　　　　　　　　　
◎山田利◎山田利和和さん（福島さん（福島））

・・甘楽町図書館の蔵書として「tuperatupera甘楽町図書館の蔵書として「tupera  tuperaのの

大きなしかけ絵本 やさいさん大きなしかけ絵本　やさいさん」」ほか 全１１冊の大ほか  全１１冊の大

型絵本を寄付されました。ら・ら・かんら開館以来、型絵本を寄付されました。ら・ら・かんら開館以来、毎毎

年図書購入費用などを寄付していただいています年図書購入費用などを寄付していただいています。。

広広報報のの写写真真撮撮影影にに
ごご協協力力ををおお願願いいししまますす

　イベントなどで町広報担当係員など

が腕章を着けて写真を撮影しています。

これらの写真は、広報紙

や町ホームページなど

に使用しますので、撮影

にご協力をお願いします。
善意に深く感謝し　善意に深く感謝し、、

広く皆さんにお知らせします　　　　　　広く皆さんにお知らせします。。
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 ■
 利
用
者
は
７
割
以
上
　
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品

　
   ■
 に
こ
に
こ
甘
楽
緯
（
６
７
）
７
６
５
５
　
健
康
課
国
保
係
　
内
線
６
１
１

　
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
の
薬
の
価
格

は
　
％
以
上
、な
か
に
は
　
％
以
上
安

３０

５０

く
な
る
場
合
も
あ
り
ま
す
。

　
保
険
証
や
お
く
す
り
手
帳
に「
ジ
ェ

ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
希
望
シ
ー
ル
」を
貼

る
こ
と
で
、ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
の

処
方
を
希
望

し
て
い
る
と

い
う
意
思
を

医
療
機
関
や

薬
局
に
伝
え

る
こ
と
が
で

き
ま
す
。

　
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
の
利
用
者
は

毎
年
増
え
、国
保
の
平
成
　
年
度
利
用

２９

者
の
割
合
は
　
．１
％
で
し
た
。

７１

ｈｔｔｐ：
//ｓｙ
ｓｔｅ
ｍ
．ｊｇ
ａ
．ｇｒ
．ｊｐ
/ｅ
ａ
ｓｙ
ｃａｌｃ
/

　
日
本
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
製
薬
協
会
の

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ「
か
ん
た
ん
差
額
計
算
」

に
、
処
方
さ
れ
て
い
る
製
品
名
を
入
力

し
検
索
す
る
と
、
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬

品
に
切
り
替
え
た
場
合
の
薬
代
を
簡
単

に
計
算
比
較
す
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。
 

　
詳
し
く
は
、
左
記
の
ア
ド
レ
ス
ま
た

は
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
で
検
索
し
て
く
だ
さ
い
。

　
町
で
は
年
２
回
、ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医

薬
品
に
切
り
替
え
る
と
薬
代
が
安
く
な

る
可
能
性
が
あ
る
人
に
自
己
負
担
額
軽

減
額（
試
算
）の
お
知
ら
せ
を
は
が
き
で

郵
送
し
て
い
ま
す
。

　
ご
不
明
な
点
が
あ
り
ま
し
た
ら
コ
ー

ル
セ
ン
タ
ー
ま
で
お
気
軽
に
お
問
合
せ

く
だ
さ
い
。

か
ん
た
ん
差
額
計
算

Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
→

使使使使使使使使使使使使使使使使使使使使使

っっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっ
ててててててててててててててててててててて
みみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみ
よよよよよよよよよよよよよよよよよよよよよ

使
っ
て
み
よ
うううううううううううううううううううううう

ジジジジジジジジジジジジジジジジジジジジジ

ェェェェェェェェェェェェェェェェェェェェェ
ネネネネネネネネネネネネネネネネネネネネネ
リリリリリリリリリリリリリリリリリリリリリ
ッッッッッッッッッッッッッッッッッッッッッ
ククククククククククククククククククククク
医医医医医医医医医医医医医医医医医医医医医
薬薬薬薬薬薬薬薬薬薬薬薬薬薬薬薬薬薬薬薬薬

ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品品品品品品品品品品品品品品品品品品品品品品

 ■
 国
民
年
金
か
ら
の
お
知
ら
せ
 ■
 住
民
課
住
民
係
　
内
線
２
６
４

↑シールは９月中にお届
けする新しい保険証に
同封します

どどどどどどどどどど
のののののののののの
くくくくくくくくくく
らららららららららら
いいいいいいいいいい
安安安安安安安安安安
くくくくくくくくくく
なななななななななな
りりりりりりりりりり
まままままままままま
すすすすすすすすすす

ど
の
く
ら
い
安
く
な
り
ま
す
かかかかかかかかかかか
？？？？？？？？？？？

差差差差差差差差差差
額額額額額額額額額額
計計計計計計計計計計
算算算算算算算算算算
がががががががががが
でででででででででで
きききききききききき
まままままままままま

差
額
計
算
が
で
き
ま
すすすすすすすすすすす

ジジジジジジジジジジ

ェェェェェェェェェェ
ネネネネネネネネネネ
リリリリリリリリリリ
ッッッッッッッッッッ
クククククククククク
医医医医医医医医医医
薬薬薬薬薬薬薬薬薬薬

ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品品品品品品品品品品品

差差差差差差差差差差
額額額額額額額額額額
通通通通通通通通通通
知知知知知知知知知知
ココココココココココ
ーーーーーーーーーー
ルルルルルルルルルル
セセセセセセセセセセ
ンンンンンンンンンン
タタタタタタタタタタ

差
額
通
知
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ーーーーーーーーーーー

　
フ
リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル（
通
話
料
無
料
）

　
０
１
２
０
（
５
３
）
０
０
０
６

　
問
合
せ
時
間
　

　
　
午
前
９
時
～
午
後
５
時

　
　（
土
日
祝
日
、年
末
年
始
を
除
く
）

――――――――――
国国国国国国国国国国
民民民民民民民民民民
年年年年年年年年年年
金金金金金金金金金金
保保保保保保保保保保
険険険険険険険険険険
料料料料料料料料料料
のののののののののの
納納納納納納納納納納
めめめめめめめめめめ
忘忘忘忘忘忘忘忘忘忘
れれれれれれれれれれ
のののののののののの
ああああああああああ
るるるるるるるるるる
人人人人人人人人人人

―
国
民
年
金
保
険
料
の
納
め
忘
れ
の
あ
る
人

へへへへへへへへへへへ
―――――――――――

　
国
民
年
金
保
険
料
は
、
通
常
納
付
期

限
が
２
年
を
過
ぎ
る
と
時
効
に
よ
り
納

付
す
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。

　
特
例
に
よ
り
平
成
　
年
　
月
か
ら
３

２７

１０

年
間
に
限
り
、
過
去
５
年
以
内
に
納
め

忘
れ
た
保
険
料
を
納
付
す
る
こ
と
が
で

き
る
後
納
制
度
が
実
施
さ
れ
て
き
ま
し

た
が
、
平
成
平
成
　
年年
　
月月
で
終
了
し
ま

す
。

　
後
納
制
度
を
利
用
す
る
こ
と
で
年
金

額
を
増
や
し
た
り
、
年
金
の
受
給
が
で

き
な
か
っ
た
人
が
受
給
資
格
を
得
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。
こ
の
制
度
を
利
用
す

る
に
は
、
申
し
込
み
が
必
要
と
な
り
ま

す
。
　
申
し
込
み
後
、
後
納
保
険
料
の
納
付

が
可
能
な
期
間
に
つ
い
て
審
査
を
行

い
、
そ
の
結
果
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

審
査
に
は
時
間
が
か
か
る
こ
と
が
あ
り

ま
す
の
で
、
お
早
め
に
相
談
・
申
し
込

み
く
だ
さ
い
。

※
す
で
に
老
齢
基
礎
年
金
を
受
け
取
っ

　
て
い
る
人
は
申
し
込
み
で
き
ま
せ

　
ん
。

虚
　
歳
以
上
　
歳
未
満
の
人
で
、
５
年

２０

６０

　
以
内
に
納
め
忘
れ
の
期
間（
納
付
・
免

　
除
以
外
）や
未
加
入
期
間
が
あ
る
人

許
　
歳
以
上
　
歳
未
満
の
人
で
、
任
意

６０

６５

　
加
入
中
に
納
め
忘
れ
の
期
間
が
あ
る

　
人

距
　
歳
以
上
の
人
で
年
金
受
給
資
格
が

６５
　
な
く
任
意
加
入
中
の
人

　
な
お
、
後
納
可
能
な
未
納
期
間
を
有

す
る
全
て
の
対
象
者（
平
成
　
年
８
月

２５

か
ら
平
成
　
年
４
月
に
国
民
年
金
保
険

２８

料
の
未
納
期
間
を
有
す
る
人
）に
日
本

年
金
機
構
か
ら
お
知
ら
せ
の
は
が
き
が

送
付
さ
れ
て
い
ま
す
。

【
問
合
せ
先
】

・
年
金
加
入
者
ダ
イ
ヤ
ル
　

　
緯
０
５
７
０
（
０
０
３
）
０
０
４

・
高
崎
年
金
事
務
所
　
　
　
　
　
　
　

　
 緯
 ０
 ２
 ７
 （
 ３
 ２
 ２
 ）４
 ２
 ９
 ９
 （
代
表
）

対
象
対
象
者者

後後後後後後後後後後後後後後後後後後後後後
納納納納納納納納納納納納納納納納納納納納納
制制制制制制制制制制制制制制制制制制制制制

後
納
制
度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度
の
期
限
が
迫
っ
て
い
ま
す

３３００

９９

！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！

問
合
せ
の
際
は
、基
礎

年
金
番
号
が
わ
か
る
も

の
を
ご
用
意
く
だ
さ
い
。

町政の動き
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 ■
 ご
存
知
で
す
か
？
農
業
経
営
収
入
保
険
　
　
　
 　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
 ■
 産
業
課
農
林
係
　
内
線
４
１
１
・
４
１
２

　
平
成
　
年
１
月
か
ら
、
品
目
を
限
定
せ
ず
、
価
格
低
下
な
ど
も
含
め
た
農
業

３１

者
ご
と
の
収
入
減
少
を
総
合
的
に
補
て
ん
す
る「
収
入
保
険
制
度
」が
導
入
さ
れ

ま
す
。
万
一
の
場
合
の
備
え
と
な
る
制
度
で
す
。
詳
し
く
は
、
問
合
せ
先
ま
で

ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

　
青
色
申
告
を
行
っ
て
い
る

農
業
者（
個
人
・
法
人
）で
、

加
入
申
請
時
に
１
年
分
の
実

績
が
あ
れ
ば
加
入
で
き
ま

す
。
収
入
保
険
制
度
と
農
業

共
済
、
ナ
ラ
シ
対
策
、
野
菜

価
格
安
定
制
度
な
ど
の
類
似

制
度
は
、
ど
ち
ら
か
を
選
択

し
て
加
入
す
る
こ
と
に
な
り

ま
す
。

　
農
業
者
が
自
ら
生
産
し
た

農
産
物
の
販
売
収
入
全
体
が

補
償
の
対
象
で
、
下
図
の
よ

う
な
理
由
で
の
価
格
低
下
を

補
償
し
ま
す
。

　
当
年
の
収
入
が
基
準
収
入
の
９
割

（
補
償
限
度
）を
下
回
っ
た
場
合
に
、
下

回
っ
た
額
の
９
割（
支
払
率
）を
補
て
ん

し
ま
す
。
補
償
限
度
と
支
払
率
は
複
数

の
割
合
か
ら
、
農
業
者
が
選
択
で
き
ま

す
。

　
基
準
収
入
は
、
農
業
者
ご
と
の
過
去

５
年
間
の
農
産
物
の
販
売
収
入
の
平
均

を
基
本
と
し
ま
す
。

補てん金を含め
た保険期間の収
入（対基準収入）

収入減少の
程度（保険
期間の収入）

積立方式
（特約補て
ん金）

保険方式
（保険金）

補てん金
の合計

８９０万円
（８９％）

９０万円０万円９０万円
２０％

（８００万円）
８８０万円
（８８％）

９０万円９０万円１８０万円
３０％

（７００万円）
８６０万円
（８６％）

９０万円２７０万円３６０万円
５０％

（５００万円）
８１０万円
（８１％）

９０万円７２０万円８１０万円
１００％
（０万円）

　
保
険
料
は
　
％
、
積
立
金
は
　
％
の

５０

７５

国
庫
補
助
が
あ
り
ま
す
。
保
険
料
は
掛

け
捨
て
で
す
が
、
積
立
金
は
補
て
ん
に

使
わ
れ
な
い
限
り
、
翌
年
に
持
ち
越
さ

れ
ま
す
。　

例
え
ば
…

　
基
準
収
入
１
，０
０
０
万
円
の
農
業

者
が
加
入
し
た
場
合

→
　
．５
万
円（
保
険
料
７
．８
万
円
、

３２
積
立
金
　
．５
万
円
、
事
務
費
２
．２
万

２２

円
）を
支
払
え
ば
、
万
一
の
場
合
に
も
８

０
０
万
円
台
の
収
入
が
確
保
さ
れ
ま
す
。

掛
け
金

補
償
内
容

加
入
対
象
者

補
償
対
象

　
補
て
ん
方
法
は
、「
掛
け
捨
て
の
保
険

方
式
」
と
「
掛
け
捨
て
と
な
ら
な
い
積
立

方
式
」の
組
み
合
わ
せ
を
基
本
と
し
、

積
立
方
式
へ
の
加
入
は
農
業
者
が
選
択

で
き
ま
す
。

補てん金額（５年間の基準収入１， ０００万円、補償限度９割、
　　　　　  支払率９割を選択した場合）

農
業
者
の
皆
さ
ん
へ

農農農農農農農農農農
業業業業業業業業業業
経経経経経経経経経経
営営営営営営営営営営
収収収収収収収収収収
入入入入入入入入入入
保保保保保保保保保保
険険険険険険険険険険
制制制制制制制制制制
度度度度度度度度度度
がががががががががが
始始始始始始始始始始
まままままままままま
りりりりりりりりりり

農
業
経
営
収
入
保
険
制
度
が
始
ま
り
ままままままままままま
すすすすすすすすすすす

市場価格の低下

盗難や運搬中の事故 取引先が倒産

けがや病気で収穫ができない

自然災害で作付不能・収量減少

　
　
Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ
ぐ
ん
ま
富
岡
支
所

　
　
緯
０
２
７
４
（
６
２
）
２
４
５
０

　
　
同
本
所
企
画
情
報
課

　
　
緯
０
２
７
（
２
５
１
）
５
６
３
１

【
問
合
せ
先
】

倉庫が浸水して売れない



広報かんら　　３０．８．１15

 ■
 長
岡
今
朝
吉
記
念
ギ
ャ
ラ
リ
ー
の
ご
案
内
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
  　
■
 産
業
課
商
工
観
光
係
　
内
線
４
１
３
・
４
１
４

　
長
岡
今
朝
吉
記
念
ギ
ャ
ラ
リ
ー
で

は
、
甘
楽
町
名
誉
町
民
 故
長
岡
今
朝
吉

翁
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
絵
画
な
ど
の
展
示
替

え
を
行
い
ま
し
た
。

　
今
回
は
絵
画
の
巨
匠
　
人
の
作
品
や

３０

人
間
国
宝
の
木
工
藝
３
作
品
・
金
工
芸

１
作
品（
下
一
覧
表
）を
９
月
　
日
ま
で

３０

展
示
し
て
い
ま
す
。

絵画の巨匠

作 品 名画 家 名作 品 名画 家 名

　花　林　　武　薔薇図　梅原　龍三郎

　牧神とニンフ　福沢　一郎　浅間山　田崎　広助

　風景　野口　彌太郎　　海辺の花　鷹山　宇一

　婦人　　東郷　青児　　緑のチュチュ　宮本　三郎

　海　小林　和作　シテ　西村　龍介

　馬二頭　山口　薫　少女（いちぢく）　松本　竣介

　桃　椿　　貞雄　海　高光　一也

　プロムナード　高畠　達四郎　瀬戸内海滞船　野間　仁根

　チェルタルドの夏　柳沢　正人　パリ風景　児玉　幸雄

　椿　奥村　土牛　風景　東山　魁夷

　 鷽 
うそ

　福田　平八郎　湖上富士　山本　丘人

　 秋海棠 
しゅうかいどう

　山口　華楊　天人　澤田　政廣

　花（喜久）　片岡　球子　山路ノ春　川合　玉堂

　鯉　室井　東志生　神苑・那智　稗田　一穂

　風景　海老原　喜之助　富嶽潮音　平川　敏夫

展示替えされた第一展示室

木　工　藝

作 品 名作 者 名

　 紅  梅 ・ 黒  柿  斜  線  文  箱 
こう ばい くろ かき しゃ せん ふみ はこ

　人間国宝

　須田　賢司

　 黒  柿  嵌  装 リコーダー
くろ かき がん そう

　のための箱「 星彩 」
せいさい

　 楓  鳥  眼  杢  拭  漆  箱 「
かえで ちょう がん もく ふき うるし はこ

 春帆 」
しゅんぱん

金　工　芸

作 品 名作 者 名

　 打  込  象  嵌  花  瓶 
うち こみ ぞう がん か びん

　「野の花」

　人間国宝

　奥山　峰石

長岡今朝吉記念ギャラリー 

(甘楽町大字小幡５４４- ２　緯胃 ０２７４（７４）７５７５)

 開館時間開館時間 　午前９時～午後５時

　　　　　　（入館は午後４時３０分まで）

 休 館休  館  日日 　月曜日（祝日の場合は翌日）、年末年始

 入 館入  館  料料 　無料　

                   ※特別展示観覧料　高校生以上/２００円 

                      (団体２０人以上/１５０円）

　　　　　      中学生以下/無料

　
ま
た
、
イ
タ
リ
ア
・
チ
ェ
ル
タ
ル
ド

市
と
の
姉
妹
都
市
協
定
締
結
　
周
年
記

３５

念
絵
画
展「
イ
タ
リ
ア
の
友
人
か
ら
届

い
た
贈
り
物
」を
８
月
１
日
か
ら
　
日
１９

ま
で
開
催
し
て
い
ま
す
。
同
市
の
小
・

中
学
生
が
描
い
た
絵
画
を
展
示
し
て
い

ま
す
の
で
、
こ
の
機
会
に
多
く
の
皆
さ

ん
が
お
出
か
け
く
だ
さ
い
。

町政の動き



夏の企画展

「
時
に
追
わ
れ
し
も
の
」１
９
８
７
年
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井田淳一と生徒たち

問合せ先

　富岡市立美術博物館・　

　福沢一郎記念美術館

　富岡市黒川３５１ － １

　緯０２７４（６２）６２００

会　期　開催中～９月２日（日）

時　間　午前９時３０分～午後５時

　　　　

休館日　月曜日

観覧料　一般　３００円

　　　　 ６５歳以上　２００円

　　　　大学・高校生　１００円　

　　　　 中学生以下　無料
ギャラリートーク　
　　　　８月１９日（日）午後２時

　富岡市立美術博物館では、甘楽町出身の画家 井田淳一（１９４０

～１９９８）に光を当てた企画展を開催しています。

　県立高等学校の美術教師を務める傍ら生涯学習にも情熱を注

ぎ、多くの後進を育てた井田淳一。没後２０年の節目を迎え、高

校時代に指導を受けたかつての生徒たちの作品も一堂に展示し

ています。教育者としての人物像に迫ることで、多様な魅力と

大きな業績を紹介します。

ありりががととうう
シシャャロロンン先先生生

　１１年間町の英語教育の充実に努め、児年間町の英語教育の充実に努め、児童童

と交流を深めてきと交流を深めてきたたＡＬＴ（英語指導助手ＡＬＴ（英語指導助手））

のシャロン・アーノルド先生のシャロン・アーノルド先生（（ニュージーランニュージーラン

ド出身ド出身））がが１１学期で退学期で退任任しましたしました。。

井田淳一

　　　（入館は午後４時３０分まで）

～～お別れのメッセージを紹介しまお別れのメッセージを紹介しますす～～

　拠点校の新屋小学校で拠点校の新屋小学校ではは７７月２０日、退任月２０日、退任

式が開か式が開かれれました（上写真）ました（上写真）。。シャロン先生シャロン先生

はは楽しかった思い出を振り返りあいさつを楽しかった思い出を振り返りあいさつをしし

ましたました。。児童を代表して小林未來さん児童を代表して小林未來さん（（６６

年）年）ががお礼お礼のの手紙を読み手紙を読み、、金井 浬金井  浬くん（くん（６６

年）年）がが花束を渡しました。シャロン先生は花束を渡しました。シャロン先生は、、８８

月にニュージーランドへ帰国します月にニュージーランドへ帰国します。。
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 ■
 教
育
委
員
会
か
ら
の
お
知
ら
せ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
                                                          　
■
 学
校
教
育
課
学
校
教
育
係
　
内
線
５
１
１

教
育
委
員
会
の
事
業
に
関
す
る

　
　
　
点
検
・
評
価
結
果
を
公
表
し
ま
す

　
町
教
育
委
員
会
で
は
、
平
成
　
年
度

２９

に
行
っ
た
事
業
に
つ
い
て
、
外
部
の
評

価
委
員
に
よ
る
点
検
・
評
価
を
実
施
し

ま
し
た
。
本
町
の「
教
育
行
政
方
針
」に

基
づ
く
学
校
教
育
お
よ
び
社
会
教
育
に

関
す
る
　
の
重
点
項
目
、　
の
施
策
・
事

１０

９９

業
に
つ
い
て
、３
人
の
委
員
か
ら
評
価

を
受
け
る
と
と
も
に
、さ
ま
ざ
ま
な
意

見
な
ど
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
概
ね
良
好
と
い
う
評
価
で
す
が
、
課

題
も
あ
る
こ
と
か
ら
、
今
後
も
点
検
・

評
価
を
実
施
し
、
外
部
の
評
価
委
員
の

皆
さ
ん
の
意
見
を
十
分
考
慮
し
な
が

ら
、よ
り
良
い
教
育
委
員
会
活
動
と
な

る
よ
う
努
め
て
い
き
ま
す
。

　
な
お
、
報
告
書
は
教
育
委
員
会
事
務

局（
学
校
教
育
課
学
校
教
育
係
）で
ご
覧

い
た
だ
け
ま
す
。

　 評
価
委
員
  （
敬
称
略
）

　
・
田
村
峰
嗣（
秋
畑
）

　
・
窓
橋
利
子（
小
幡
）

　
・
丸
澤
弘
子（
善
慶
寺
）

．

意
見
・
要
望
な
ど（
抜
粋
）

７月１３日、近藤教育長（右）から佐俣議長へ報
告書が提出されました

授
業
を
行
っ
て
ほ
し
い
。

　
幼
稚
園
で
は
、
子
ど
も
主
体
の
個
々

　
の
良
さ
を
育
む
工
夫
あ
る
諸
活
動
が

　
実
施
さ
れ
て
い
る
。

　
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
の
充
実
し
た
設

　
備
の
も
と
、
安
心
安
全
で
子
ど
も
た

　
ち
に
期
待
さ
れ
る
給
食
が
提
供
さ
れ

　
て
い
る
。
地
産
地
消
を
今
後
も
継
続

　
し
、
甘
楽
町
ら
し
い
給
食
を
提
供
し

　
て
も
ら
い
た
い
。

　
生
涯
学
習
は
地
域
活
性
化
の
た
め
に

　
必
要
な
こ
と
で
あ
る
が
、
も
う
少
し

　
積
極
的
な
活
動
を
し
て
も
ら
え
た
ら

　
と
思
う
。
夏
休
み
子
ど
も
教
室
や
お

　
も
し
ろ
科
学
教
室
は
大
変
良
い
成
果

　
が
出
て
い
る
と
思
う
。

　
文
化
会
館
で
は
、
文
化
的
・
教
育
的

　
に
価
値
の
あ
る
多
彩
な
催
し
・
事
業

　
が
展
開
さ
れ
て
い
る
。
集
客
力
ア
ッ

　
プ
へ
の
工
夫
を
地
道
に
続
け
て
ほ
し

　
い
。
会
館
を
利
用
す
る
人
た
ち
に
ア

　
ン
ケ
ー
ト
を
と
る
な
ど
し
て
、
会
館

　
の
有
効
利
用
を
望
む
。

　
人
権
教
育
に
つ
い
て
は
、
学
校
と
の

　
連
携
を
強
化
し
、
町
民
こ
ぞ
っ
て
人

　
小
中
９
年
間
を
見
通
し
、
確
か
な
力

　
を
育
む
べ
く
、
児
童
生
徒
を
主
体
と

　
し
た
細
か
い
配
慮
の
あ
る
施
策
が
随

　
所
に
成
さ
れ
て
い
る
。
先
生
方
も
研

　
修
会
な
ど
を
行
い
、
良
い
指
導
が
行

　
わ
れ
て
い
る
と
思
う
。

　
国
際
理
解
教
育
が
充
実
し
て
き
た
。

　
児
童
生
徒
が
ま
す
ま
す
興
味
を
も
つ

「
大
丈
夫
」
　
や
さ
し
さ
感
じ
る
　
そ
の
言
葉
　
　
（
新
屋
小
５
年
　
山
田
歩
熙
）

お
か
え
り
と
　
そ
の
一
言
で
　
ほ
っ
と
す
る
　
　
（
甘
楽
中
１
年
　
大
工
原
依
央
）

　
甘
楽
町
青
少
年
育
成
推
進
員
連
絡
協
議
会
が

平
成
　
年
度
に
募
集
し
た「
家
庭
の
日
」標
語
の

２９

優
秀
賞
作
品
で
す
。 （
学
年
は
　
年
度
・
敬
称
略
）

２９

青青青青青青青青青青少少少少少少少少少少青少推推推推推推推推推推推

毎月
第１日曜日
家庭の日

　
そ
の
結
果
、
重
点
項
目
ご
と
の
評
価

（
５
段
階
評
定
）は
、
平
均
　
で
し
た
。

４  ６

権
に
つ
い
て
思
い
を
致
す
時
を
も
つ
工

　
夫
が
あ
っ
て
も
よ
い
の
で
は
な
い
か
。

　
立
派
な
冊
子
「
甘
楽
町
の
文
化
財
」

　
が
で
き
た
。
今
後
広
く
活
用
さ
れ
る

　
こ
と
を
期
待
す
る
。

　
楽
山
園
は
特
色
あ
る
利
活
用
が
成
さ

　
れ
、
町
の
シ
ン
ボ
ル
と
し
て
定
着
し

　
て
き
た
。
春
、
夏
、
秋
の
メ
イ
ン
行

　
事
の
さ
ら
な
る
工
夫
・
継
続
に
加
え
、

　
冬
期
に
も
何
か
イ
ベ
ン
ト
を
創
設
で

　
き
た
ら
い
い
と
思
う
。

　
社
会
体
育
で
は
、
町
体
育
協
会
や
関

　
係
団
体
と
連
携
が
良
く
取
れ
て
お
り
、

　
各
種
大
会
の
運
営
管
理
が
で
き
て
い

　
る
と
思
う
。
指
導
者
の
養
成
が
今
後

　
と
も
必
要
だ
と
感
じ
る
。

　
青
少
年
健
全
育
成
活
動
は
、
主
に
Ｐ

　
Ｔ
Ａ
と
の
連
携
が
必
要
だ
と
思
う
の

　
で
、
強
化
し
て
い
っ
て
ほ
し
い
。

　
放
課
後
子
ど
も
教
室
は
親
か
ら
も
好

　
評
で
あ
り
、
こ
れ
か
ら
も
期
待
す
る
。

町政の動き


